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合計 245,323 合計 268,183

その他
旅費、交際費、役務費（市議会だより
宅配等）、使用料、備品費 1,929 その他

旅費、交際費、役務費（市議会だより
宅配等）、使用料、備品費 4,804

負担金補助及
び交付金

政務活動費、議長会等年会費
14,580

負担金補助及
び交付金

政務活動費、議長会等年会費・出席
負担金 30,990

市議会だより新聞折込、ポスター制
作、議会棟清掃、ケーブル放送

5,709 委託料

市議会だより新聞折込・点字版作
成、ポスター制作、議会棟清掃、
ケーブル放送、ホームページ作成委
託

9,152

需用費
消耗品費、印刷製本費（市議会だよ
り等）、食糧費（茶葉等）など 3,590 需用費

消耗品費、印刷製本費（市議会だよ
り等）、食糧費（茶葉等）など 3,620

2.00 合計 9.90

令
和
２
年
度
決
算
事
業
費
明
細

区分（節） 内容 金額

令
和
３
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節） 内容

報償費
議員研修会講師謝礼

449 報償費
議員研修会講師謝礼、市議会だより
音声版謝礼、手話通訳者派遣等報
償費

550

金額

報酬 議員報酬 219,066 報酬 議員報酬 219,067

委託料

03当初予算 268,183 63,590 331,773 225 0 0 331,548 任期付

6.90 ｱﾙﾊﾞｲﾄ 0.00

02決算 245,323 63,990 309,313 0 1.000 0 309,313 再任用 0.00 その他

02当初予算 267,527 63,990 331,517 480 0 0 331,037 正規

事業のコスト
（単位：千円）

事業費
人件費

（参考値）
総事業費
（参考値）

財源内訳

事
業
内
容

令和３年度
人員配置（人）

国・県支出金 地方債 その他特定財源 一般財源

01決算 258,618 55,890 314,508 0 0 14 314,494

傍聴者数 本会議および委員会の傍聴者数（延べ人数） 令和5年度 人 800

１．議会の広報
　＜主な内容＞
　①市議会だよりの発行（年５回）
　②明石ケーブルテレビ放映
　③市議会ホームページ
　④ポスター制作（ポスターデザインは高校生から募集）
　令和３年度は、ホームページの見直しや市議会だよりの点字版作成のほか、小学生議会体験ツアーを実施する予定である。

２．政務活動費の交付
　　議員の調査研究活動に活用するため、会派ごとに（議員1人当たり月額8万円）交付する。

３．議員研修会の実施
　　議員の資質向上を図るため、研修会を実施する。

４．関係機関と意見交換、情報共有
　　全国市議会議長会をはじめとした各議長会の総会や研修会などに出席し、行政や議会における様々な課題やその解決に向けた各市
の取り組みを聴取し、市政や市議会の発展、向上に努める。また、市民への情報発信、情報共有のため、議会報告会や高校生議会の実
施等について、新型コロナウイルスの感染状況を見極めながら検討する。

５．手話通訳者の派遣
　　聴覚に障害のある議員等のコミュニケーション手段を確保するため、手話通訳者を派遣する。

目標値
ホームページアクセ

ス件数
市議会ホームページのアクセス件数 令和5年度 件 100,000

事
業
の
目
的
・
目
標

目的（誰を・何を、どういう状態にしたいのか）
市民の目線に立って、市政の重要事項を決定するとともに、市政に関する監視、調査、提言を的確に行う。また、市政や市議
会について分かりやすく説明する責任を果たすため、議会の様々な活動状況を積極的に発信するとともに、市民の声をより
一層把握し、市政に反映するために市民参加を推進するなど、開かれた議会に向けた取り組みを進める。

成果指標
指標名 考え方・定義・式 目標年次 単位

補助・助成 その他

個別計画 委託 指定管理

事業 議会運営事業 根拠法令
・要綱等

施策分野

実施方法
直営

目 議会費 自治/法定 自治事務 開始年度 不明

関
連
予
算
科
目

事業所管課 議会局総務課

項 議会費 連絡先 (078)911-2600

事業の分割/
統合の内容会計 一般会計

款 議会費

令和３年度 事務事業点検シート

事務事業名
議会運営事業

新規/継続 継続事業 整理番号 2505001000 001
分割/統合

SDGs（１７の目標）　
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰

○



現状の課題・今後の事業展開方針等
市議会は二元代表制の一翼として地方自治の根幹をなすものであり、地方分権時代において、地方議会の重要性はさらに高まっている。
そのため、市議会の運営上必要な事務全般を管轄している本事業は必要不可欠である。今後も必要最小限の経費で運営することを目指
し、効率的かつ効果的な議会運営を展開できるよう努める。

事
業
の
評
価
・
今
後
の
方
向
性

100,000

公平性
優先性・
緊急性

指標で表せない成果
市議会が円滑に運営されることで、市民生活の向上に寄与している。

観点（満たしていない観点に「×」）

不可欠性
市が実施する

必要性
有効性

金額の
妥当性

事
業
の
成
果

指標名
考え方・定義・式

元年度 ２年度 ３年度見込み
目標年次 単位 目標値

ホームページアクセス
件数

傍聴者数
本会議および委員会の傍聴者数（延べ人数）

631 492 600

令和5年度 人 800

市議会ホームページのアクセス件数 82,503
※ｽﾏｰﾄﾌｫﾝ対応によ
りｶｳﾝﾄ方法変更

95,056 100,000

令和5年度 件

令和３年度 事務事業点検シート

整理番号 2505001000-001 事務事業名議会運営事業
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○

令和３年度 事務事業点検シート

事務事業名
海外研修・国際交流事業

新規/継続 継続事業 整理番号 2505001000 002
分割/統合

事業所管課 議会局総務課

項 議会費 連絡先 (078)911-2600

事業の分割/
統合の内容会計 一般会計

款 議会費

補助・助成 その他

個別計画 委託 指定管理

事業 議会運営事業 根拠法令
・要綱等

施策分野

実施方法
直営

目 議会費 自治/法定 自治事務 開始年度 不明

関
連
予
算
科
目

目標値

事
業
の
目
的
・
目
標

目的（誰を・何を、どういう状態にしたいのか）
姉妹都市、友好都市を中心に交流事業を進め、相互の認識や理解を深める。

成果指標
指標名 考え方・定義・式 目標年次 単位

　姉妹都市であるアメリカのバレホ市や友好都市である中国の無錫市との交流を深め、各都市における地方行政の実態及び施策の実情
を調査研究・意見交換し、相互の認識や理解を深める。
　令和３年度は、新型コロナウイルス感染拡大の影響により、交流団の派遣や訪問団の受け入れについては見合わせる。

SDGs（１７の目標）　

事
業
内
容

⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫① ② ③ ④ ⑤ ⑥

○

事業のコスト
（単位：千円）

事業費
人件費

（参考値）
総事業費
（参考値）

財源内訳
令和３年度

人員配置（人）
国・県支出金 地方債 その他特定財源 一般財源

02決算 50 810 860 0 0

0 810

02当初予算 600 810 1,410 0 0 0 1,410

01決算 0 810 810 0 0

0 860 再任用 0.00 その他 0.00

正規 0.10 ｱﾙﾊﾞｲﾄ 0.00

0 840 任期付 0.00 合計 0.1003当初予算 30 810 840 0 0

内容 金額

需用費
消耗品費（記念品等）

50 需用費
消耗品費（記念品等）

30
令
和
２
年
度
決
算
事
業
費
明
細

区分（節） 内容 金額

令
和
３
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節）

合計 50 合計 30



令和３年度 事務事業点検シート

整理番号 2505001000-002 事務事業名海外研修・国際交流事業

事
業
の
成
果

指標名
考え方・定義・式

元年度 ２年度 ３年度見込み
目標年次 単位 目標値

公平性
優先性・
緊急性

指標で表せない成果
本市と姉妹都市提携を結んでいるアメリカのバレホ市や友好都市の無錫市を中心に交流の場を設けることで、相互の理解や友好を深め
ている。

観点（満たしていない観点に「×」）

不可欠性
市が実施する

必要性
有効性

金額の
妥当性

現状の課題・今後の事業展開方針等
本市はバレホ市と姉妹都市提携を結び、無錫市とは友好都市提携を結んでおり、自治体レベルにおいても海外事情の調査研究や友好交
流の取り組みが求められているため、その必要性、有効性が高い事業である。今後とも必要最小限の経費で運営することを目指し、より効
果的な事業展開ができるよう努める。

事
業
の
評
価
・
今
後
の
方
向
性
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令和３年度 事務事業点検シート

事務事業名
本会議・委員会等運営事業

新規/継続 継続事業 整理番号 2505001000 003
分割/統合

事業所管課 議会局総務課

項 議会費 連絡先 (078)911-2600

事業の分割/
統合の内容会計 一般会計

款 議会費

補助・助成 その他

個別計画 委託 指定管理

事業 本会議・委員会等運営事業 根拠法令
・要綱等

施策分野

実施方法
直営

目 議会費 自治/法定 自治事務 開始年度 不明

関
連
予
算
科
目

目標値
会議録検索システム
のアクセス件数

市議会ホームページで公開している会議録検索システ
ムのアクセス件数

令和5年度 件 28,000

事
業
の
目
的
・
目
標

目的（誰を・何を、どういう状態にしたいのか）
本会議および委員会等（会議等）の円滑な議事進行に資する資料の調製・調査活動を行うとともに、議長あるいは委員長等
の議事進行を支援し、会議等が円滑に実施されるよう関係機関等との連絡調整を行う。また、会議録の調製等を行い、開か
れた議会に向けて市民等への情報発信を行う。

成果指標
指標名 考え方・定義・式 目標年次 単位

インターネット録画映
像のアクセス件数

市議会ホームページで公開している本会議インターネッ
ト録画映像のアクセス件数

令和5年度 件 10,000

１．本会議・委員会等の運営及び情報発信
　　市民に市議会を理解してもらえるよう、より広く、多くの情報を発信するとともに、市民の利便性の向上を図る。
　　＜主な内容＞
　　①本会議生中継
　　令和３年度は、本会議中継の際に新たに手話通訳映像をワイプで表示する等、改善を図る。
　　②本会議のインターネット録画映像配信
　　③会議録検索システム

２．会議録等の作成
　　本会議録及び委員会記録の作成事務を行う。
　
３．議会運営・審議の充実及び効率化
　　全議員に統一の文書共有ソフトを搭載したタブレット端末を貸与し、議会運営、議会審議の充実や効率化を図るとともに、情報共有、災
害などの緊急時における迅速な対応等に活用する。

４．行政視察
　　本市の市政発展を図るため、他市の先進事例を視察する。
　　実施については、新型コロナウイルスの感染状況を見極めながら判断する。

SDGs（１７の目標）　

事
業
内
容

⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫① ② ③ ④ ⑤ ⑥

○

事業のコスト
（単位：千円）

事業費
人件費

（参考値）
総事業費
（参考値）

財源内訳
令和３年度

人員配置（人）
国・県支出金 地方債 その他特定財源 一般財源

02決算 8,030 56,700 64,730 0 0

0 68,121

02当初予算 14,427 56,700 71,127 0 0 0 71,127

01決算 11,421 56,700 68,121 0 0

8 64,722 再任用 0.00 その他 0.00

正規 7.00 ｱﾙﾊﾞｲﾄ 0.00

0 73,194 任期付 0.00 合計 7.0003当初予算 16,494 56,700 73,194 0 0

内容 金額

旅費
行政視察旅費

0 旅費
行政視察旅費

5,280
令
和
２
年
度
決
算
事
業
費
明
細

区分（節） 内容 金額

令
和
３
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節）

需用費 会議録製本費等 179 需用費

使用料及び賃
借料

議場映像設備等賃借料、タブ
レット端末・文書共有ソフト利用
料

3,357
使用料及び賃
借料

議場映像設備等賃借料、タブ
レット端末・文書共有ソフト利用
料

4,098

会議録製本費等 249

委託料
会議録作成、会議録検索システ
ム、ネット録画配信、設備保守点
検

4,494 委託料
会議録作成、会議録検索システ
ム、ネット録画配信、設備保守点
検、手話通訳映像合成

6,867

合計 8,030 合計 16,494



令和３年度 事務事業点検シート

整理番号 2505001000-003 事務事業名本会議・委員会等運営事業

事
業
の
成
果

指標名
考え方・定義・式

元年度 ２年度 ３年度見込み
目標年次 単位 目標値

会議録検索システムの
アクセス件数

インターネット録画映像
のアクセス件数

市議会ホームページで公開している本会議イン
ターネット録画映像のアクセス件数

56,162
8,899

※カウント方法変更
9,000

令和5年度 件 10,000

市議会ホームページで公開している会議録検索
システムのアクセス件数

22,550 27,138 28,000

令和5年度 件 28,000

公平性
優先性・
緊急性

指標で表せない成果
本会議・委員会等が円滑に運営されることで、市民生活の向上に寄与している。

観点（満たしていない観点に「×」）

不可欠性
市が実施する

必要性
有効性

金額の
妥当性

現状の課題・今後の事業展開方針等
今後も必要最小限の経費で運営することを目指し、より効率的かつ効果的な議会運営を展開できるよう努めていく。

事
業
の
評
価
・
今
後
の
方
向
性
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